
実施期間　2025年1月16日～1月31日
回答数 47件

積算）





１ 設計図書間で整合が図りやすくなった。

２ 手戻りや調整の減少により計画が円滑に進むようになった。

３ 設計変更に伴う手間やコストが減少した。

４ ３Ｄでの可視化によるコミュニケーションや理解度が向上した。

５ 顧客に対して良い印象を与えられた。

６ メリット・効果が得られたと実感できる場面がない。

７ 未回答

８ その他

１ 特にデメリットはない。

２ BIMによる作業手間に対して、現時点では得られるメリットが少ない。

３ 習熟に係る時間や作業手間に対して、現時点では得られるメリットが少ない。

４ 協力会社等でBIMが導入されておらず、分野をまたいだ連携ができていない。

５ ソフト・システム等の維持費が負担となっている。

６ 人材育成の費用・時間が負担となっている。

７ 建材等のBIMデータが流通していない。

８ 2DCADとBIMの２重作業となり、結果的に時間・手間が増加した。

９ 確認申請のために紙やPDFへの出力が必要となり、結果として２重作業になるなど、
作業にかかる手間・時間が増加している。

10 BIM活用環境が取引先・プロジェクトごとに異なり、これに対応するため、
作業にかかる手間・時間が増加している。

11 その他



１ 業務の効率性を期待した。

２ 業務の質の向上を期待した。

３ 受注機会の創出を期待した。

４ データ連携・蓄積を期待した。

５ 顧客へのプレゼンテーションに利用するため。

６ 発注者からBIM活用を求められたため。

７ 協力会社等の業務上の関係者からBIM活用を求められたため。

８ 他の同種業者がBIM活用を進めていたため。

９ 業界の将来的な動向を予想して購入した。

10 未回答

11 その他

１ 比較的簡単な形状の建築物
２ 比較的複雑な形状の建築物
３ 比較的規模が小さい建築物（3000㎡未満）
４ 比較的規模が大きい建築物（3000㎡以上）

５ 比較的繰り返しの操作・作業が多い建築物
６ スケジュールに余裕がある建築物
７ スケジュールに余裕がない建築物
８ 新築の場合
９ 改修の場合

10 公共事業の場合
11 民間事業の場合
12 設計施工一貫方式の場合
13 発注者が竣工後も維持管理する建築物
14 竣工後に改修工事が多く想定される建築物

15 過去の図面や同一敷地内の他の建築物にBIMが活用されている場合
16 発注者または物件担当者がBIMを活用できる場合
17 ＪＶ事業の場合
18 ＰＦＩ事業の場合
19 竣工後にレイアウト変更が多く想定される建築物

20 わからない
21 未回答



１ BIMとは何か、何に活用できるのか詳しく知らないため

２ BIMを導入し、業務を行うためには何から始めればよいか分からないため
３ BIMの導入効果を詳しく知らないため

４ 現状の2DCADで問題なく業務を行うことができているため
５ BIMに切り替えた場合、習熟するまでの業務の負担が大きいため

６ 費用対効果が見込めないため
７ BIMを活用する人材がいない、又は人材育成・雇用に費用がかかるため
８ BIMソフト等の購入・維持に高額の費用がかかるため

９ BIMソフトの購入・維持にどれくらいの費用がかかるか分からないため

10 高性能のPC等、BIM活用のためのICT機器の導入・維持に費用がかかるため
11 BIMデータの長期的な確認申請において紙やPDFへの出力が必要であるため

12 BIMを活用しない仕組みで高効率な業務体制等を構築できているため
13 発注者や業務上の関係者からBIM活用を求められていないため

14 他の同規模同種業者からBIM活用を進めていないため

15 未回答
16 その他

１ BIMに係るコスト（ソフト・人材育成等）が低減すること
２ 公共発注でBIM活用が求められること

３ BIMの導入による費用帯効果が明らかになること
４ 業務をBIMに円滑に切り替え、習熟していく手法が明らかになること
５ 協力会社等、業務上の関係者がBIM活用を進めること

６ BIMを扱える技術者が業界に増えること
７ 民間発注でBIM活用が求められること
８ メーカーの提供するBIMオブジェクト等の図面材料が充実化すること

９ 各種行政手続き（確認申請等）でBIMを活用し、電子申請を容易に行える
 ようになること
10 データの連携手法や、真正性（データが正しいこと）・セキュリティ確保等の環境が整うこと
11 BIMデータの長期的な真正性や見読性（パソコンの画面で見えるように）が確保されること

12 分類体系が整備され、コストマネジメントが容易になること

13 他の同規模同業者がBIM活用を進めていること
14 制作機械への連携等、BIMデータを活用した部材の製作が普及・容易になること
15 テレワークが推進すること

16 未回答
17 その他



１ プロジェクトのBIM利用に必要な技術や管理能力を持つ
建築技術者かつICTの専門家

２ プロジェクトのBIM利用に必要な技術や管理能力を持つ
建築技術者

３ BIMオペレーター、BIMモデラー

４ データ連携・蓄積を期待した。

５ 顧客へのプレゼンテーションに利用するため。

１ アニメーション・ＣＧ・ＶＲの作成業務

２ 発注者と受注者間における、クラウドサーバー上の共通データ環境の構築・管理

３ プロジェクト完了後のＢＩＭデータの保管

４ 従来にない工法・構法、材料、製品や設備の技術開発等に係る業務

５ ＺＥＢ（ゼブ・ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）化への調査、分析、検討業務

６ ＢＥＭＳ（ビル・エネルギー管理システム）導入に関する検討業務

７ 維持管理・運用ＢＩＭの作成業務

８ 建築物の中・長期修繕計画の策定業務

９ 避難・人間行動・温熱環境・照明・通風・日影等の各種性能シミュレーション業務

10 ＦＭ（ファシリティマネジメント）またはＣＭ（コストマネジメント）に書係る業務

11 未回答





１ BIMオブジェクトの標準化
２ BIM属性情報の標準化

３ データ連携手法の確立、情報共有環境設備
４ BIMオブジェクトと仕様情報の連携

５ ライフサイクルを通じたＢＩＭの活用の推進
６ BIM講習・研修手法の整備

７ BIMを活用した建築確認検査
８ BIMを活用した、コストマネジメント手法の確立

９ 標準的なＢＥＰ（ＢＩＭ実行計画）、ＥＩＲ（ＢＩＭ業務仕様書）の整備 
10 標準契約書の整備

11 BIM技術者資格認証制度
12 ＢＩＭデータを部材制作に活用できる制作機械の普及

13 ビッグデータとしての活用促進
14 分類体験の整備

15 データ真正性確保のための技術等の確立
16 未回答
17 その他


